
連載記事 

■風を切って歩く幸せ （松田 桂子さん） 
 （久木崎 昭さん） 
■後援会員自己紹介 （草野 陽子さん） 

 （松澤 諭さん）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

    

平成２９年度 アイメイト後援会総会を開催 

＜特集＞ 

後援会からのお知らせ 

■これまでの行事・活動＆これからの行事・活動 

■アイメイト募金芳名録 

■役員会議事抄録 

■会員のページ 

お手伝い募集：アイメイトデー（10 月 29 日） 

       同窓会ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ（8 月 26,27 日） 

 

 

協会だより                                                                                                                                                                                              

◆アイメイト卒業生人数 

◆犬の健康管理と意外なお役立ち用品 

中を読めば
分かるよ！ 

ＴＯＰＩＣＳ  
■盲導犬啓発イベント 

盲導犬（アイメイト）って知ってる  

■成蹊桜祭・オール学習院の集い 

■シンガポールのアイメイトだより➄ 

アイメイトと歩くのが一番の啓蒙活動  
■青山学院大学女子短期大学同窓会総会 

講演会報告：「アイメイト啓発活動と青山学院」 

 

【アイメイト６０周年記念企画】 

聞きたくても聞けなかった６０の質問！（後編）＜飼育奉仕編＞＜使用者編＞  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 29年度 

アイメイト後援会総総総会会会を開催 

総会実施の 

ご報告 

２０１７年５月１３日（土）、アイメイト協会の３階会議室でアイ

メイト後援会の年次総会が開かれました。当日は、出席会員

数３３名、委任状１５２名となりました。また、アイメイト協会

からも職員１０名が出席してくださいました。 

２０１７年５月１３日（土）、於・アイメイト協会 

総会…１３：３０～１４：００ 

候補犬見学/体験歩行…１４：００～１４：４０ 

懇談会………１４：４０～１６：００ 

【総会】 

総会では、司会による開会の宣言に続いて、鈴木

薫会長の挨拶があり、続いて、アイメイト協会 塩

屋隆男代表理事からご挨拶がありました。その後、

平成２８年度活動報告に始まり、会計決算や予算、次

年度の事業計画など、各担当役員から報告があり、

全ての審議事項が承認されました。なお、総会の議

事次第及び資料については、Ｐ４～６をご覧ください。 

【寄付】 

平成２８年度、後援会員が各地で行っ

てきたグッズ販売・募金活動の収益金

を、アイメイト協会に寄付しました。

募金額の合計（募金箱＋街頭募金活動）

は、１,３３５万円となりました。また、

グッズ販売の収益から２００万円をアイ

メイト協会へ寄付しました。 

鈴木薫会長からアイメイト協会塩屋

隆男代表理事に目録が手渡され、また、

アイメイト協会から感謝状をいただき

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【誘導（サポート方法）】 

懇談会の冒頭、アイメイ

ト使用者であり後援会役

員の水野晴彦さんから、視

覚障害者の誘導方法につ

いてのレクチャーがあり

ました。視覚障害者にとっ

て、駅構内やレストランで

どういったサポートが必

要なのか。困っていること

や誤解されがちな点、アイ

メイトを使用している時

と白杖使用の場合の相違

点なども教えていただき

ました。 

【靴券贈呈】 

毎年恒例となっている“靴券”贈呈。雨の

日も風の日もアイメイトとともに日々歩き続

けている職員を応援しようということで、後

援会が毎年続けているものです。 

贈呈後は協会職員を代表し、原祥太郎さん

からお礼の言葉をいただきました。 

  アアアイイイメメメイイイトトト協会とアイメイト使使使用用用者者者である視視視覚覚覚障害者の 
おおお役役役ににに立つための直接的・間接的支支支援援援を目指して 

【懇談会】 

懇談会は、数人単位のグループに分かれ、アイメイト

に関する質問などをお互いに話し合いました。その際、

希望者にアイマスクが配られ、見えない状態で自己紹介

なども行い、また、グループで話し合った内容の発表も

行われました。 

【体験歩行】 

当日は雨模様となったため、体験歩行は屋内で行いました。協会内の廊

下に、人と犬とがぎりぎり通れる幅になるよう椅子などの障害物を配置し

て歩きました。一人ずつ、アイマスクで見えない状態でハーネスを握りま

す。アイメイトを信じることの大切さを感じるとともに、車や自転車がビ

ュンビュン走る屋外を、自由に、スピーディーに歩く使用者の方達の凄さ

を実感しました。 



 

【参加者の感想①】 

■生まれて初めて 

土井房子さん 

生まれて初めて、「体験歩行」や「アイマスク体験」を

させていただきました。 

「体験歩行」は雨のため、屋内の廊下でやりました。

椅子を障害物として置いただけの、数メートルのごく簡単

なセットでしたが、アイマスクをしたとたん、早くもパニ

ック。指導員さんの「肩の力を抜いて」の声が２度３度。

そう言われても…無理。アイメイトの足を踏みそうな気が

して足がスムーズに出なかったし、何よりやはり怖いです。

早くアイマスクを外したい衝動にかられました。 

「アイマスク体験」はアイマスクをしたまま 40 分間程

グループミーティングに参加。相手の顔、表情、しぐさな

どがわからないままお話をするというのは、いかに想像力

と勇気が必要かと感じました。こちらに関心が向けられて

いないような孤独感、自分の存在がないかもしれない恐怖

も感じました。「だれか！ 私に話しかけて！ 名前を呼ん

で何か質問でもして！ 私、ここにいるのよ！」と心の中

で叫んでいました。見える状況だと、初めてお会いする方

でも、自分から瞬時に話しかけるきっかけが沢山あります

が、目からの情報が全くない中だと、自分から話かけるこ

とが大変難しいと痛感しました。 

そして、アイメイトの使用者が、大変前向きで明るい

ので、勇気と元気をもらいました。ご家族、アイメイトを

育てる指導員やさまざまなサポートする方々など多くの

人々が関っていることを改めて知り、感動した一日となり

ました。感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想②】 

■皆さんをご紹介したいから 

川西光子さん 

学習院大学での PR 活動にお訪ねしたところ「皆さんを

ご紹介したいから、総会にいらして～」と鈴木節子さんに

素敵な笑顔で誘われました。また、お会いしたくて 5 月

13 日の総会に初参加させて頂きました。 

私は、奈良県斑鳩町にある小さな寺に生まれました。

寺は法事だけでなく話しを聞いてもらいたい人や相談ご

とに多くの人が訪れます。人に向き合い、人を繋ぐことに

日々奔走する両親の姿を見て育ち、いつの頃からか「人と

人をつなぐ」ことが私にとっても日常になっていました。

以前から盲導犬に興味があり、ある時に職場の同僚からア

イメイト後援会の素晴らしい活動のことを教えてもらい、

私も何かお役に立ちたい！と後援会に入会しました。総会

に初めて参加させて頂き、驚きと発見がありました。なん

と、13 時半から始まった総会が次第によると 1 時間の予

定であったにも関わらず 14 時には終了し、その後のプロ

グラムが 30 分前倒しで行われました。 

また、懇談会は手作りのサンドウィッチや燻製、餡餅

など、お心のこもった料理が並び、和気あいあいとした語

らいの時間が過ぎました。そんなアットホームでありなが

ら、スピード感のある「総会と懇談会」はとても魅力的で

した。 

アイメイトを知ったきっかけも、人から人に語られる

ことでした。これからは、アイメイトのことを、総会で出

会えた方々の想いを、私が関わる人々に伝えていきたいと

思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜飼育奉仕編＞ 

Q42 飼育奉仕の預かり期間に家庭で訓練は必要なの？  

飼育奉仕中は、愛情をたっぷり注ぎながら、それぞれのご家庭のルールで育てていただきます。 
自己流でいろいろな訓練をしていただく必要はありませんし、訓練という意味ではまっさらの方がよいで
す。訓練というよりは愛情をもってメリハリをつけて接するということをしていただきたいです。 
 
しつけという面でも、大切なことは、「してよいことと悪いことははっきりと人間が区別して、”今はいい
や”とならずに例外なくきちんと教えること」です。 
例えば、 
・いたずらをした時は叱って教える、ワンツーができた時は心からほめるなど 
・「座れ」などは教えている方も多いと思いますが、指示したらきちんと最後までやらせて、 

できたらほめる、指示に従わなかったらきちんと教える 
という感じです。ご家族によって対応が違うのも、犬が戸惑ってしまいますので、ご家族全員が同じ 
ルールで良い事、悪い事を区別し、教えていただくのが大切です。 

Q41 飼育奉仕をしてみたいけれど、何か条件はあるの？ 

 主な条件は以下の通りです。 
・他に犬や猫などのペットを飼っていないこと 
・家族全員が犬が好きであること 
・屋内飼育が可能なこと 
・食費や簡単な医療費（ワクチン・駆虫など）をご負担いただけること 
・奉仕の意味を理解されていること 
・協会からお伝えする飼育方針に沿って飼育していただけること 
 （間食をさせない、ボール遊び・自転車運動をさせないなど） 

 
 以上の条件を満たした上で、一緒に出掛けたり、いろいろな人に会って触れ合ったり、 
 たくさんの経験を積めるよう、愛情たっぷりに育てていただける方にお願いしています。 

犬は、運動をすれば筋肉がつきます。お散歩をしたり

一緒に遊んだりと適度な運動は健康な生活に必要な

ことですが、自転車でバリバリと運動をすると、筋骨

隆々大きな体になったり力が強くなりすぎたりします。

アイメイトとして活躍するには健康であることは必須で

すが、自転車運動によって必要以上に大きくなりすぎ

たり力が強くなりすぎたりすることを避けるためです。 

聞きたくても聞けなかった 

６０の質問！ 
＜後編＞ 

アイメイト６０周年記念企画 

お待たせ致しました！ 
６０の質問！＜後編＞です。前編でご紹介した＜協会編＞＜盲導犬一般編＞＜アイメイト（犬）編＞ 
＜指導員編＞＜後援会編＞に引き続き、残りの 2０問＜飼育奉仕編＞＜使用者編＞にお答え致します。 
「今さら聞けない」という基礎的なものから「こんなこと聞いちゃっていいのかな」という聞きにくい質問まで、 
アイメイト６０周年記念に因んで６０問をピックアップ。全部読んでアイメイトへの理解をより一層深めましょう！ 

動くものを追いかけるクセがついて

しまうからです。使用者と歩いてい

る時に、もしもそのようなことがあっ

ては危険です。もともと動くものには

関心を示しますが、それをことさら

強化しないために、ボール遊びはし

ないようにお願いしています。 

アイメイト協会では、アイメイト候補の子犬を約 1 年間育ててくださるボランティアを、「飼育奉仕」
と呼んでいます。ここでは「飼育奉仕」の他にも、犬を預かったり引き取ったりするボランティアに
ついて取り上げています。 



 

 

 

 

  

Q44  訓練の過程でアイメイトとして不適格になった場合は飼育奉仕者のもとに帰ってきますか？ 

乗り物酔いをする、新しい場所に慣れるのに時間がかかるなど、アイメイトの仕事には不向きと判断した場合、飼
育奉仕家庭にご連絡を差し上げます。アイメイトにはならないことをご報告するためです。 
飼育奉仕のご家庭には、その後も飼育奉仕活動にご協力いただけると大変ありがたいのですが、不適格になっ
た犬を迎え入れたいというご希望がある時には家庭犬として引き取っていただきます。ただし、次の子犬の飼育
奉仕を既に開始している場合はお引取りいただくことはできません。他に犬や猫などのペットがいないことが飼
育奉仕の条件だからです。 
 
その場合、アイメイトの仕事には向かないと判断した犬を、家庭犬として迎え入れていただく不適格犬奉仕を希
望される方の元へ引き取られることになります。ご家族全員が犬が好きというご家庭に、新しいメンバーとして
迎え入れていただきます。アイメイト候補として育った犬たちは、それぞれの個性によってアイメイトとしての道ま
たは家庭犬としての道を進みます。  

※現在、不適格犬奉仕はたくさんのお申し出をいただき、年単位でお待ちいただいている状況です。 

聞きたくても聞けなかった６０の質問！ 

Q43 子犬の名前は誰が、どのようにしてつけるの？  
母犬を預かってくださっている繁殖奉仕家庭で名前をつけていただいています。 
繁殖奉仕者が候補にあげた名前を協会で精査して、今同じ名前の候補犬や現役のアイメイトがいないか、
呼びにくくないかなどを考慮の上で決定します。 
そのため、繁殖奉仕者には実際に誕生した頭数よりも少し多めに候補を考えていただきます。 

Q46 アイメイトの飼育奉仕で最高、何頭世話をしたのでしょうか？ 

手書きで記録・管理していた時代まで含めると、頭数の正確な統計はありませんが、 
20 年近く飼育奉仕を継続してくださったご家庭があります。 

Q47 繁殖犬奉仕をしたいのですが条件はありますか？ 

繁殖を家庭でやっていただくので、それに関わる全てに打ち込んでいただけることです。 
今のところ広く募集はしておらず、今までに何らかの形で協会関係の犬の飼育に協力してく
ださっていた方にご相談する形でお願いしています。 

Q45 不適格犬やリタイア犬を預かった後、名前を変えてもいいの？ 

不適格及びリタイア犬については飼育家庭の所有となりますので変えても結構です。 

Q48 繁殖母犬の出産回数や年齢に決まりはあるの？ 

出産回数や年齢には何回、何歳まで、という数字による画一的な決まりはありません。 
母犬にシーズンが来ると、協会に連絡をいただきます。交配するか見送るかの判断は協会
がしますが、母犬を預かって下さっているご家庭からの情報やご意見にも耳を傾ける、と
いうのが基本の姿勢です。 
犬のシーズンは、年２回とか半年に１回などと言われることもあるようですが、シーズンとシ
ーズンの間隔がもっと広いなど犬によって様々です。人間もそうですが、個々の犬の体調
はそれぞれの個体により違います。よって、犬の健康を考えながら協会が判断し、その際、
母犬を飼ってくださっているご家庭からの情報なども考慮しながら検討するというスタン
スです。 

※シーズン…母犬の体がオス犬を受け入れる準備を始めてから、受け入れ可能な期間を指します 

 



 

  Q49 リタイア犬や不適格犬、繁殖犬の所有権はどこにあるの？ 

繁殖犬は協会の所有です。繁殖犬は雌雄どちらも協会にとって欠かせない財産です。 
繁殖基礎犬を預かってくださる奉仕家庭の方々には心から感謝しています。 
一方、リタイア及び不適格犬は迎え入れて下さった家庭の所有となります。家庭犬として、一生を過ごします。 

Q52 使用者さんが全く知らない場所に行くときはどのような準備をして出かけるのでしょうか？ 
視力の有無にかかわりません。晴眼者と同じで「どこの駅で下車するか」、「どの改札を出るか」、「どこ行き
のバスに乗り換えるか」等の情報を調べて出掛けます。後は判らなくなった時点で通行人等に尋ねて、方 
向を修正して目的地に行きます。 

＜使用者編＞ アイメイト使用者に関する質問です。面と向かっては聞きにくいことや、日頃から疑問に思っていたことを、思い切って取り上げてみました。 

Q50 慈恵院のアイメイトのお墓に、アイメイト関連の犬は誰でも入れるの？ 
原則その通りです。 
アイメイトやリタイア犬が亡くなったら、協会にご一報いただくようになっています。 
お墓についてご相談いただいた場合は、慈恵院の連絡先をお伝えして、ご本人やご家
族が直接やりとりしていただきます。その際、アイメイト関係の犬であることを伝えてい 
ただきます。 
 
アイメイトのお墓は、慈恵院 府中本山（東京都府中市）に 1973 年に完成しました。当時、犬の供養

をするお寺はほとんどありませんでしたが、慈恵院は 80 年以上前から動物の葬儀、火葬、供養を

行っている犬猫供養の草分け的お寺です。協会では、年に 2回お参りと掃除を行っています。 

Q54 アイメイトと一緒の時、一人しか通れないような狭い通路はどのようにして通るの？ 

アイメイトは人と犬の幅で通れるところを通るので、アイメイトが自らそのような、一人しか通れ
ない通路を誘導することはありません。しかし、人間側がそこを通れると知っていたり、誰かと一
緒にいてそこを通るとなった場合、使用者はハーネスから手を放して引き紐だけを持つようにし
ます。そして、通路伝いに通ります。人間が先で、犬が後からついてくる形です。 
 
狭い通路を通る際に人が誘導する場合は、通常の場所で人が誘導する時と同様に、使用者は犬
のハーネスからは手を放し、引き紐のみを持ちます。そして誘導する人が先頭、次に使用者、アイ
メイトと続いて通ります。誘導する人の後ろに回した手を持ったり、誘導者の肩に手を置いたりす
る場合もあります。レストランにおける席と席の間などのとても狭いスペースでは、二人ともが横
向きになって“かに歩き”で誘導してもらいながら通ります。 

Q53 使用者は一人で道に迷ったとき、どのようにして解決するの？  

片手を挙げて「すみません」と声掛けします。誰も応答が無かったら、声や音のする方へ移動して再度声掛け 
します。このような方を見かけたら、こちらから「何かお困りですか？」と積極的に声をかけましょう。 

Q51 盲導犬を連れている人への声の掛け方が解からないのですが？ 

盲導犬を連れている人に限らず、視覚障害者に何か手助けをしたい時は、「こんにちは。通りかかった者です
が、何かお手伝いしましょうか」などと声をかけて下さい。盲導犬使用者やアイメイト使用者に話しかける場合
は、犬に「お利口さんねぇ」などと言うのではなく、犬を褒めたい場合も使用者本人に声をかけて下さい。 
犬に声をかけたり触ったり、気を引くことはしないでください。犬の気が散ると使用者に危険が及ぶことがあ
ります。 
声をかける際、急に体を触ったり掴んだりされると非常に驚きますし危ないです。ただし、危険が迫っている時
には、その人が声をかけられていることがわかるように大きな声で「盲導犬の方、ストップ」などと知らせてく
ださい。また、緊急の場合には体をつかんで静止しなければならないこともあるでしょう。 
 



 

 

【2016 年 12 月 15 日現在】 

Q56 アイメイト使用者は目が不自由ですが、アイメイトの日常の手入れは誰がやるの？ 

アイメイト使用者が自分で行います。 
視力がないと「何もできない」と誤解されがちですが、本人にやる気があればたいていのことはできます。 
アイメイトと歩くためには、アイメイト協会で４週間の歩行指導を受けなければなりませんが、この中では歩くこ
とだけではなく、食事の作り方や与え方、ブラッシング、シャンプーなどの手入れ法、排泄物の始末法など、体の
一部であり大切なパートナーとなるアイメイトの管理法も学びます。 

Q58 飛行機内でのアイメイトはどこに乗るの？運賃はプラスされるの？ 

使用者の足元で伏せています。プラス運賃はありません。 

Q55 アイメイトを得るために、個人が支払う金額は？ 

１）自治体からの委託事業によるときは、歩行指導中のご本人の食費として 1日 1500 円×4 週間分です。 
2）委託事業のない自治体在住の方は、「プライド料」として１頭目の歩行指導では 150,000 円で、２頭目以降の 

歩行指導では 90,000 円です。 
 
 

Q59使用者は、引退した自分のアイメイトと自由に会うことはできるの？ 

原則会うことはできません。 
人間側の希望で一時的に元の犬に会うことは、犬を混乱させ、可哀相な経験に 
なると考えるからです。 
引退後はリタイア犬奉仕のお宅での生活に一日も早く慣れ、新しい家族に囲まれて 
幸せに余生を全うして欲しいと思います。 

Q60 アイメイトが多く活躍しているのは都道府県別で言うとどこですか？ 

Q57 使用者と一緒にいる時にアイメイトがウンチをしたら、代わりに始末してあげてもいいの？ 

基本的には使用者が自分でやりますので、見守るだけにして下さい。使用者は自分のアイメイトの管理をする
責任があり、マナーとしても自分で片づけるのが当然です。また、ウンチの始末をしながらアイメイトの健康チェ
ックも行っています。ビニール越しにウンチの量や柔らかさなどを手で感じ、日々の体調の変化に気を配ってい
ます。ただし、一部が転がったり地面について残っていることに使用者が気がついていないときには、教えてい
ただけると助かります。 
 
※「ワン （おしっこ）」なのか、「ツー（うんち）」なのか は、背中の曲がり具合で判断します。「ツー」 なら 

しっぼの手前に使用者が自分の足を置き、その少し先を探って始末します。 

６０の質問は以上です。よくある「盲導犬 Q&A」とはひと味違う、アイメイトに特化した質問

や、普段あまり聞くことのない突っ込んだ質問もあり、初めて知ったという内容も多かったの

ではないでしょうか。まわりの人に正しい知識を伝える普及啓発活動も、後援会員の大切な

役目です。６０周年となる今年、アイメイトへの理解をますます深め、これからも一丸となっ

て末永く協会の事業を応援していきましょう。 

 

聞きたくても聞けなかった６０の質問！ 

東京都 

（のべ 374 組） 

１位 
埼玉県 

（のべ 156 組） 

2 位 

静岡県 

（のべ 120 組） 

4 位 

石川県 

（のべ 83組） 

5 位 

神奈川県 

（のべ 121 組） 

3 位 



 

 

 

 

 

 

 

アイメイトと歩くのが一番の啓蒙活動と常々理事長が話しています。シ

ンガポールの人々にアイメイトを知って欲しい、その為になるべく色々な所

にアイメイトと出かけて行くというリーリーさん。そんな彼女のこの春の活

躍の一部を井上が紹介します。 

４月半ば、リーリーさんと私はランチの約束をしました。彼女は活動を

通して様々な友人がいます。合気道とパソコンの先生クリスティンさんとシ

ンガポール在住の日本人の優子さんを紹介してくれました。優子さんは

インフィニティという視覚障害者を支援する会を主宰していて、次の日本

に里帰りの時アイメイト協会を見学したいと話していました。 

４人でラクサというローカルの麺を食べながら情報交換です。もちろん

アイメイトは足元でじっと控えています。お店のお客さんはアイメイトに興

味津々です。 

 

 

この時クリスティンさんから彼女の教会の早朝講演会に誘われました。

シンガポールの女性大臣の講演です。 

朝７時からＨＤＢ※の中にある教会の広い一室が会場でした。簡単な朝

食が用意してあり、各々自由に食事をしてから大臣の話が始まりました。

キャリアや家族のことなど３０分程度の講演でした。小池知事のような素

敵な女性でした。 

話が終わると早速大臣との記念撮影、日本と違いＳＰも誰もいなくびっ

くり。私たちもしっかり写真に納まりました。シンガポールでは盲導犬は珍

しいのでアイメイトは注目をあびて写真もたくさん撮ってもらいました。き

っとその日のＳＮＳにはアイメイトがたくさん登場したことでしょう。 

最後に以前リーリーさんの記事を掲載してくれた『Ｊプラス』のユリアさ

んに会いに行きました。この１月にご長男を出産されたのでお祝いに行く

リーリーさんにご一緒しました。アイメイトも初めてのご対面、とても可愛

い２人でした。 

今年秋の６０周年にリーリーさんは来日の予定です。皆様と帝国ホテ

ルでお目にかかることでしょう。 

※ＨＤＢとは、シンガポールの８割が住むコンドミニアム 

 

 

 

 

 

 

 

４人でランチミーティング 

テオ大臣 

リーリーさんとテオ大臣が一緒に記念写真 

ＳＮＳ用にもパシャリ。 
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主催：公益財団法人アイメイト協会 後援：練馬区健康福祉事業本部 

 

 

今回は展示パネル上部に灯りがつき、とても明るく見やすくな

りました。今年もパネル展示やＤＶＤ上映、協会職員による質問

コーナーや体験歩行を行いました。イベント開始早々に、練馬

ケーブルテレビの方が取材に来てくださいました。協会職員や

ちょうど会場に来ていた使用者も取材を受け、その日のデイリ

ーニュースで放送されました。 

３日間のイベント時はもちろん、設営時、撤去時にもたくさん

の協会関係者、後援会メンバーそして区役所の職員の方々が

お手伝いをしてくださいました。 

皆様のご協力で充実したイベントも無事終了しました。お疲れ

様でした。 

練馬区役所１階ロビーにて、盲導犬啓発イベント「盲導犬（アイメイト）って知ってる」が開催されました。 

区役所の広いホールのほぼ中心部分を使用して、３０枚以上のアイメイト協会の歴史や訓練中の様子などを

紹介する大型パネルを掲示、８台のテーブルの上にＰＲ資料や写真を展示し、歩行訓練の様子を撮影したＤＶ

Ｄを放映しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 5月 20日 青山学院大学女子短期大学同窓会総会 

講演会報告：「アイメイト啓発活動と青山学院」 

 10 年程前から、青山学院同窓祭にアイメイトコーナーを先輩や同級会でスタートさせま

した。今では視覚障がいの方々もまじえ、若いスタッフが主流になって運営してくれていま

す。 

 この活動が青山学院女子短期大学同窓会会長の目に留まり、オファーをいただいたようで

す。 

 当日は、私が塩屋賢一先生から「飯島さん、アイメイトの問題点は犬ではなく、人間なん

だよ」の一言からガールスカウトでの啓発活動に発展した事。そこでガールスカウトの高校

生が書いた『街でアイメイトに出会ったら』の台本で中学生、小学生が劇をし、それにアイ

メイトクイズを付け、ガールスカウト、ボーイスカウト、児童館等を回ってアイメイトにつ

いての正しい知識と協力をお願いした事。 

青山学院では、神学科の名誉教授で牧師様の関田寛雄先生や先輩後輩と多くの方々にご賛

同ご協力頂いた事をお話しさせていただきました。 

 この話の後、後援会員の武田りりさん、松澤ご夫妻、飯島の4人で前記のアイメイトクイ

ズ付寸劇をしました。 

 可愛い小学生がした台本を我々がいたしますと、これが素晴らしいコントとなりました。

同窓会員の皆様も笑ったり、クイズを考えたり、和気あいあいとした雰囲気でした。 

 我々劇団アイメイトは１回で終わるのはとても惜しいので、出演依頼をお待ちしていま

す！！（笑い） 

 最後は、松澤美津子さんがリタイア犬に対する愛情こもった 

お話しで皆様の涙を誘いました。 

 同窓会会長からは、講演会はバラエティにとんだ内容で同窓 

会員の方々にアイメイトに対するご理解をいただき、楽しかっ 

たり感動したりと大好評だったとコメントを頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１６日・オール学習院の集い ４月２日・成蹊桜祭 

平成２９年４月２日「成蹊桜祭」・４月１６日「オール学習院の集い」が開催され募金活動やグッズ販売と体験歩

行を実施しました。 

 

満開の桜に囲まれた絶好の学園祭日和、この日の成蹊小学校は登校日で、多くの小学生たちが元気にやっ

てきました。体験歩行の開始を待つ列ができ、協会の指導員から歩行にあたっての諸注意や、アイメイトとの 

学習院で開催された「オール学習院の集い」は好天に恵まれ多くの人たちでにぎわいました。 

グッズ販売・パネル展示・募金活動に体験歩行も行いました。小学生からＯＢまで幅広い年齢の方たちが集

うオール学習院、特に小学生たちがアイメイト達に関心を示し、積極的に体験歩行に挑戦します。午後になっ

て、皇太子妃雅子さまがお見えになりました。４５分間にわたって協会関係者の方々に質問をされたり、しゃが 

んでそっとおさわり犬を撫でたり、そして使用者と手を握り

ながらお話をされていました。その後愛子さまが友人２人

と連れ立っていらっしゃり、体験歩行をしたりグッズを購入

されたりと楽しそうに過ごされました。 

接し方など事前のオリエンテーションを行いその後歩行

が始まりました。かなりたくさんの方々が列を作り、貴重な

体験をしていただきました。またグッズ販売も順調に終了

しました。 

お手伝いいただいた方々、お疲れ様でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 イベント名 場所 参加後援会員（敬称略） 

3/25（土） 川崎中央 LC 合同募金活動 ＪＲ川崎駅改札付近 
水野（晴）・水野（玲）・小松 2・古川 

・谷口・長谷川・鈴木 2・他 
  

3/31（金）～4/2（日） 古河さくら祭り 茨城県古河市ネーブルパーク 松澤 2・他 

 今年、遅れた桜も最終日は満開となって、親子連れなどたくさんの人で賑わいました。 

4/2（日） 成蹊さくら祭り＊詳細別途 成蹊大学キャンパス 井上 2・福永・倉成・須網・内村 
    

4/2（日） 八重洲ＬＣ合同募金活動 銀座数寄屋橋 鈴木・大山・長谷川・水野（晴）・小松 2 
  

4/5（水） 浅草ＬＣ合同募金活動 浅草雷門周辺 長谷川 3・鈴木・水野（晴）2・小松 2・松澤 
  

4/8（土） 大好きいばらき ふれあい祭り 茨城県三の丸庁舎 古橋・他 

 
桜の花見にはちょっと小寒い一日でしたが、テントまわりには人も犬も老若男女バラエティに富んだ顔

ぶれが揃い、家族連れの人達に体験歩行と犬達とのふれあいを楽しんで頂きました。 

4/13（木）～4/15（土） 盲導犬アイメイトって知ってる？ 練馬区役所 1階 ＊詳細別途 
    

4/16（日） オール学習院の集い 学習院大学キャンパス    

＊詳細別途 荒井・大山・長谷川（圭）・長谷川（岳）・倉成・水野（玲）・小松 2・古川・

坂本・井上・佐々木・石川 2・水野（晴）・武田・松澤 2・鈴木 2 

4/16（日） かすみがうらマラソン 茨城県土浦市川口運動公園 稲村・古橋・他 

 
4 年に一度のアイメイト参加です。ブースでは協会職員とアイメイト茨城の会メンバーが啓発とグッズ販

売を行いました。後援会員でアイメイト使用者の高澤節子さんが盲人マラソン種目別 1位の栄冠を。 

4/22（土） 同窓会総会＊詳細次号 アイメイト協会 福永・倉成・大山 
  

4/29（土） 東京女子大園遊会 東京女子大キャンパス 三村・高澤・他 
  

5/7（日） ふれあいキャンペーン 西武渋谷店 大山・倉成・井上 2・小松 2・大西・鈴木 2 

 通りがかりのヤマトの運転手さんお二人が、揃って募金を。お忙しい中、温かい心遣いに感謝です。 

5/11（木） 川崎朋友ＬＣ合同募金活動 
ＪＲ川崎駅構内東口 

小松 2・古川・水野（玲）・松澤 2・倉成・長谷川・鈴木 2 
  

5/13（土） 後援会総会＊詳細別途 アイメイト協会  
  

5/28（日） 明治神宮崇敬会 明治神宮会館 佐藤・鈴木 2 
  

6/17（土） 川崎中央LC合同募金活動 ＪＲ川崎駅改札付近 
鈴木・長谷川・水野（晴）・水野（玲）・小松 2・

大西・古川・松澤 2・石井 2 
 

 
 

川崎募金 3 月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予定日 イベント名 場所 担当者 

7/15（土）～16（日） 喜多方レトロ横丁 喜多方市 松澤 諭 

8/26（土）～27（日） 

同窓会レクリエーション＊詳細は会員のページ   静岡県浜松・浜名湖周辺 

バス旅行「女城主直虎大河館とオルゴール作り体験」に、お手伝いを兼ねて観

光も楽しみましょう！ 

鈴木 薫 

03-6315-5188 

9/3（日） 
チャレンジドコンサート 

山田雅人「かたり」塩屋賢一物語 
とねミドリ館 松澤 諭 

9/9（土）14～17：00 川崎中央ＬＣ合同募金活動 川崎駅改札横 鈴木 薫 

9/9（土） 聖心宮代祭 聖心女子大学 大熊 裕紀 

9/17（日） 八重洲ＬＣ合同募金活動 銀座数寄屋橋 鈴木 薫 

9/23（土・祝）14～17：00 日本橋ＬＣ合同募金活動 銀座数寄屋橋 鈴木 薫 

9/23（土・祝） 青山学院同窓祭 青山学院大学 飯島 美帆 

9/24（日） 動物愛護フェア川崎 川崎市中原区役所 島田 優子 

10/7（土）13～16：00 光が丘ＬＣ合同募金活動 光が丘公園 鈴木 薫 

10/14（土）～15（日） 古河関東ド・マンナカ祭り 古河市中央運動公園 松澤 諭 

10/19（木）14～17：00 川崎橘ＬＣ合同募金活動 川崎駅東口構内 鈴木 薫 

10/28（土） 江東区民祭り 江東区木場公園 鈴木 薫 

10/29（日） 

アイメイトデー＊詳細は会員のページ         帝国ホテル 

有楽町駅からの誘導と会場案内のお手伝いを。アイメイト使用者が多数出席の

ため、お手伝いも多くの協力をお願いします。 

鈴木 薫 

03-6315-5188 

11/3（金・祝）14～17：00 城東ＬＣ合同募金活動 銀座数寄屋橋 鈴木 薫 

11/3（金・祝） 青葉台区民祭り 募金活動 横浜市青葉区役所 三村 徳子 

11/3（金・祝） 豊島区明るい社会作りのバザー 池袋西口公園 飯島 靖枝 

11/5（日） 木のくにときがわ祭り 埼玉県ときがわ町 篠崎 美佐子 

11/12（日） 青葉台福祉祭り 横浜市青葉台地区 三村 徳子 

11/25（土）14～17：00 川崎中央ＬＣ合同募金活動 川崎駅改札横 鈴木 薫 

行事の予定は変更になる場合があります。参加の際は鈴木会長までご確認下さい。（03-6315-5188） 

西武渋谷店  

ふれあいキャンペーン 

ポスター 

 

  

川崎募金 5 月 



全国の盲導犬 実働数 

951 組 

 

 

 
 
 
 
 
      
                      

期 卒業日 人数 

第４４７期生      ３月１８日 ３名 

第４４８期生 ５月 ６日 ３名 

第４４９期生      ６月１０日     ４名 

【累計 １，３２６名】 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

平素より、協会事業をご支援いただきどうもありがとうございます。今回は、協会で衛生管

理、犬の健康管理に役立っている意外な道具をご紹介します。それは、「水かき」です。 

協会には常時 50～55頭ほどの候補犬がおり、多頭で飼育するにあたって衛生管理には

細心の注意を払っています。例えば犬舎では、空気がきちんと循環して新鮮であること、温

度管理、ドライな状態を保持することなどが挙げられます。 

少なくとも 1 日に 5 回、犬たちは犬舎からドアを隔てて続くグラウンドにトイレや運動のため

に出てきます。その他にも、訓練に出かける前には個別に犬を出すこともあります。これを

「犬出し」と呼んでいます。犬舎管理、訓練、歩行指導を一貫して行う歩行指導員にとって、

犬をグラウンドに出して様子を観察できる「犬出し」は、候補犬の健康管理に役立ちます。 

それぞれの犬がしたワン（尿）、ツー（大便）は歩行指導員が瞬時に誰のものか把握し、状態を確認します。

そして確認後は速やかに片付けます。ツーは取り去って流し、ワ

ンは消毒をしながら水で洗い流します。床をこするブラシも併用

します。この時に活躍するのが「水かき」です。湿った状態は菌

の増殖などよくない影響を及ぼすため、犬舎同様にグラウンドで

もドライな状態の保持が大切なのです。水かきのゴム部分を床

に当て、しっかり水をかききります。衛生的な環境で犬たちがの

びのび過ごしたりワンツーをしたり、歩行指導員の周りに集まった

り、このような日常の一コマを水かきが支えてくれています。 

第４５０期生      ７月１５日     ４名 

 

アイメイト実働数 

249 組 
（2017 年 7 月 1 日現在） 

《卒業予定》７月以降、下記のクラスが予定されています。 

 

アイメイト卒業生人数（２０１７年３月～６月） 

協会 
だより 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 

（2017 年 3 月 31 日現在） 

犬の健康管理と お役立ち用品 

犬出し中＆水かき使用中 








